
374 CHEMOTHERAPY NOV. 1981

尿路感 染症 にお け るNetilmicinの 臨 床的検 討

宮 本 慎 一 ・田 宮 高 広 ・高 塚 慶 次

砂川市立病院泌尿器科

熊 本 悦 明 ・西 尾 彰 ・生 垣 舜 二 ・塚 本 泰 司 ・酒 井 茂

札幌医科大学泌尿器科

新合成アミノ配糖体系抗生物質であるNetilmicinを 複雑性尿路感染症患者25名 に投与した。臨床

効果は著効1例,有 効5例,無 効19例 であった。細菌学的効果は,菌 消失4例 ・菌交代4例 ・菌存続

17例であった。

本剤投与にてS-GPTが 軽度上昇した症例が1例 あった。13名 にNetilmicin投 与前後で聴力検査

を行ったが著変はなかった。

I.は じ め に

Netilmicinは 米国シェ リング社 で 開発 された 新ア ミノ配糖

体系抗 生物質 である。著者 らは本剤の尿路感染症 に対 する有効

性を検討 したのでその成績 を報告す る。

II.対 象 と 方 法

当科 入院 患 者 で,尿 路 に基 礎 疾患 を有 す る,い わ ゆ る

複 雑 性 尿 路 感染 症 患 者 で,起 炎 菌 が104/ml以 上,尿 中

白血 球 が400倍 視 野 に て 毎視 野10ケ 以上 み られ る症 例 に

Netilmicinを 投 与 した。

投 与 方 法 はNetilmicin75mgな い し100mgを1

日1～2回,5日 間筋 注 した。 あわ せ てNetilmicinの

投 与 前後 での,検 血,血 液 生化 学,audiogramの 変化

を み た。

効果 判定 はUTI研 究会 の効 果 判 定基 準 に 従 っ た1)。

III.結 果

1.臨 床 効 果 につ い て

対 象患 者 の 年令 は19～84才,男23名,女2名 の計25名

で あ っ た。 本 剤 の1日 投 与 量 別 では,75mg1例,150

mg13例,200mg11例 で あ っ た。 起 炎菌 は,Serratia

14例,P.aerugimsa 6例,Enterobacter 3例,E.coli,

P.vulgaris各1例 で あ っ た。 各 症 例 を 一 括 してTable

1に 示 す。

感染 群,投 与 量別 の 総 合 効 果 はTable2に 示 す ご と

くで あ り,投 与 量 別 に ま とめ る と,1日75mgの1例

は 無 効,1日150mgの13例 では 有 効3例,無 効10例

で 有 効 率23.1%,1日200mg投 与 の11例 は,著 効1

例,有 効2例,無 効8例 で有 効 率27,3%で あ っ た。

Netilmicinの 細菌学的効果は,25例 中,菌 消失4例

(消失率16%),菌 交代4例(16%),菌 存続17例(68

%)で あった(Table 3)。

原因菌の消長と,MIC,カ テーテル留置の有無の関係

を,投 与量を無視して検討 してみた。MICは106/ml

接種時の成績である。MICが2μg/mlの3例 では,

カテーテル非留置の1例 は菌消失,カ テーテル留置の2

例は菌交代となっている。

MICが 高 くなると,カ テーテル非留置では菌消失,

菌交代をみる症例 もあるが,カ テーテル留置の有無にか

かわらず原因菌が存続することが多い(Table 4)。

2.副 作 用について

検査を行いえた中では,投 与前後での異常変動は2例

にみられた。症例10は,本 剤投与2ケ 月前に血清肝炎に

罹患しており,本 剤投与5日 前はGOT 47,GPT 54で

あった。 これが投与直前GOT 148,GPT 166,5日 間

投与後,GOT 219,GPT 328と 変化しており,本 剤に

よる変動とは判断できない。

症例19で は,本 剤投与1ケ 月前に 輸血(400ml)の

既往が あ り,本 剤投与2週 間前GOT 157,GPT 178,

投与 直前GOT 42,GPT 61,5日 間 投与後GOT 45,

GPT 146,投 与 終 了8日 後GOT 52,GPT 89と い う

変動であり,本 剤によるGPTの 上昇の可能性があると

考えられた(Table 5)。

聴力検査を行いえた13例 では,本 剤投与前後で聴力の

平均閾値の著変はなかった(Table 6)。

なお,3例 にみられた注射部疼痛は,い ずれも軽度で

あ り,継 続投与可能であった。
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Table 2 Overall clinical efficacy of Netilmicin classified by type of infection

and dose in the complicated urinary tract infections

Table 3 Bacteriological response of Netilmicin classified by dose

in the complicated urinary tract infections

Table 4 Bacteriological response of Netilmicin

○Catheterfree ●Indwellingcatheter
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Table 5 Toxicity studies

(Before/After)

IV.考 察

Netilmicinの 抗 菌 力 につ い て は,P.aerugimsaで は

Tobramycin(TOB),Gentamicin(GM),Amikacin

(AMK)と 比 較 し若干 劣 るか 同程 度 で あ り,Serratia

ではGMよ り劣 り,TOB,AMKと ほぼ 同 程度,E.coli

ではGM,TOBと 同程 度,K.pneumoniaeで はGM,

TOBと 同程 度 な い しは それ よ り優 れ て お り,AMKよ

り優 れ て い る2い4).GM耐 性 の 、E.coli,Klebsiella,

Enterobacter,Citrobuter,Serratiaに 対 し,Netil一

micinはAMKと 同様の感受性が あるが,GM耐 性

Proteusは,AMKに は 感受性が あるが,Netilmicin

にはやは り耐性で ある5)。 またGM耐 性のP.aeru-

gimsaに 対 しては,AMKと 同様に抗菌力を有するが

AMKよ りは弱い6)。

一方Netilmicinの 血中濃度
,尿 中排泄は,GMの そ

れと近似しており7),ま た毒性についても,動 物実験で

はGMよ り,腎 毒性,聴 器毒性とも低い8,9)。

これらの報告に基づいて尿路感染症における臨床効果
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Table 6 Audiogram

*500 Hz +1, 000 Hz•~2+ 2, 000 Hz•~2+ 4, 000 Hz

/ 6

を検討したが,全 体としては25例 中,著 効1例,有 効5

例,有 効率24%,細 菌学的効果でも起炎菌に対する効果

(菌消失+菌 交代)は32%に とどまった。このことにつ

いては,本 治験での対象患者の起炎菌が,Netilmicin

耐性のSerratiaが 多かったためと思われる。
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CLINICAL EVALUATION OF NETILMICIN IN

URINARY TRACT INFECTIONS
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In 25 hospitalized patients with complicated urinary tract infections, a favorable clinical response was

observed in 24 96 of the patients treated with a dose of Netilmicin ranging from 75 mg to 200 mg per day

for 5 days.

The initial infecting organisms persisted in 17 patients.

In the present study no major side effects were observed except a rise in S-GPT in one case. Of 13

patients who had audiometric studies, no one had ototoxicity.


